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写真で見る菊苗の植付け方 

◆用意するもの（１鉢分） 

① ５号鉢（直径１５ｃｍ） ④ 赤玉土 中粒（約 0.3ℓ～0.4ℓ） 

② 赤玉土 大粒（ひとつかみ程度） ⑤ 乾燥肥料（１０ｇ・約大さじ２杯） 

③ 腐葉土（約０．８～1 リットル） ⑥ 鉢底ネット（素焼き鉢の場合） 

◆植 付 け   ８月２４日頃 

① 

 

② 

 

③ 

 

ここから、素焼き鉢・プラスチ
ック鉢共通 
 
★赤玉土（大粒）を鉢底が隠れ
る程度に入れます。 

★腐葉土と赤玉土（中粒）を７：３

の割合でよく混ぜておきます。 
 

 

※赤玉土を入れないと、水はけが悪

くなり、根腐れを起こしやすく、栽

培初期で枯れる事があります。 

★素焼鉢の場合はまず、鉢底

ネットを底穴が隠れるよう

に敷きます。 

写真は１ℓの軽量カップ 

 

 

ポイント！ 
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④ 

 

⑤ 
 

⑥ 

 

★③で作った用土を、鉢の三分

の一～半分程度まで入れま

す。（苗の長さなどの状態によ

って調整） 

★肥料の上から鉢の半分～三

分の二程度まで用土を足し

ます。 

★乾燥肥料１０ｇ（約大さじ２杯）または、固形肥料１５ｇ 
（約３０粒）を入れます。※写真は乾燥肥料を使用 
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⑦ 

 

※菊の種類ラベルを側に置いておきましょう。 

他のものと混ざってしまうと種類がわからなくなります。 

⑧ 

    

 

⑨  

⑩ 

 

★菊苗を配置します。 

この時、なるべく根を均等に

伸ばします。 

★残りの用土を、鉢のふちまでいっぱいに入れます。 

★鉢のふちに沿って、指で用土を

押し付け、１～２センチ程度のウ

ォータースペースを作ります。 

ウォータースペースが出来上がり

ました。 

ラベルをつけて、植付けは完了で

す。 

※ 手で押し付けず、ふんわり入れると水はけがよくなります。 

ポイント！ 

注 意！ 
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⑫ 植付け直後（１０日～１４日）の管理のポイント 

置 き 場 所 

日陰～半日蔭で、極端な気象条件（台風のような強風、大雨、強い直射日光など）にさらされ

ないところに置き、苗が活着した頃合いで、徐々に日の当たる場所に移動します。 

また、地面に直置きは避け、すのこやレンガなどの上に置くと通気性も良くなり、害虫の侵入

も防いでくれるためお勧めです。 

水 や り 

⑪の水やり後の２週間くらいは、鉢の大きさに対して、苗が小さすぎるので、鉢いっぱいに水

をあげると、多湿になり、根腐れしてしまいます。植付け直後に一度たっぷり与えるので、２～３

日は必要ありません。乾いているのを確認したら、根の周りにだけ水を与えます。その後は、成

長にあわせて水の量を増やしていきます。 

 

 

 

 

 

  

 

⑪ 

   

★植付け直後だけ、葉の部分にも水をかけながら、鉢底から水が染み出るま

でたっぷりと与えます。 

植付け後の２週間くら

いは、根のあるところ

だけ、水をあげるイメー

ジ。成長にあわせて水

の量を増やしていく。 

地面への直置きは

避けた方がよい。 

重要！ 

ポイント！ 


